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広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�24

▲写真１　発掘で出土した瓦と実際に葺かれている瓦�

▲写真２　備中櫓外観�
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や
ぐ
ら�

津
山
城
備
中
櫓
８�

〜
備
中
櫓
に
使
用
さ
れ
て
い
る
瓦
〜�

■
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
３
年
目
の
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。
運
動
不
足
解
消

の
た
め
に
も
部
屋
の
中
に
閉
じ
こ
も

ら
ず
、
し
っ
か
り
取
材
に
動
き
回
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
編

集
後
記
だ
け
で
な
く
広
報
紙
の
中
身

も
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。（
郁
）

■
原
稿
締
め
切
り
の
朝
、「
ぎ
ょ
え
〜
、

編
集
後
記
忘
れ
て
た
〜
!!
」
と
始
業

前
か
ら
必
死
に
頭
を
ひ
ね
る
。
で
も

あ
せ
っ
た
頭
に
は
何
も
浮
か
ば
な
い
。

あ
あ
、
新
年
号
か
ら
こ
ん
な
幕
開
け

で
は
…
。
今
年
こ
そ
余
裕
を
持
っ
て

仕
事
を
し
た
い
、
と
強
く
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。（
ｅ
）

■
職
場
も
家
庭
も
か
ぜ
、
か
ぜ
、
か

ぜ
。
今
年
の
冬
は
か
ぜ
だ
ら
け
。
か

ぜ
は
引
き
は
じ
め
が
肝
心
。
長
ぶ
ろ

で
汗
を
流
し
、
ク
ズ（
マ
メ
科
）の
根

が
原
材
料
の
「
葛
根
湯
」（
市
販
品
）

を
飲
ん
で
よ
く
眠
る
。
翌
朝
「
治
っ

た
！
」
と
思
い
き
や
、
ま
た
職
場
で

う
つ
さ
れ
る
の
で
し
た
。（
Ｘ
）

（12月１日現在）�
人　口　90,279  人（前月比＋９）�
　男　　43,080  人（同＋12）�
　女　　47,199  人（同△３）�
世帯数　35,241世帯（同＋45）�

11月中の異動数�

ひ と の 動 き�

市県民税４期�
国民健康保険料6期�
介護保険料８期�

納期限：1月31日（月）�

今 月 の 納 税 �

出生　  68人、死亡　  72人�
転入　272人、転出　259人�月�

２００５�

　備中櫓の復元整備工事を開始してから足
掛け４年。ようやくみなさんの前に備中櫓
が姿を現しました。工事は内装の仕上げを
残すのみとなりました。今回は櫓に葺かれ
ている瓦について説明します。
　備中櫓の瓦は平瓦と丸瓦を交互に葺いて
いく「本瓦葺き」という伝統的な技法で葺
かれており、平瓦約１万5,000枚、丸瓦約
6,000枚、その他の瓦を合わせると計約３
万枚、10種類以上の瓦が使用されています。
　これらの瓦は基本的に備中櫓の事前の発
掘調査で出土したものを検討し、備中櫓復
元整備の目標である「森忠政が造った備中
櫓」という時代設定に矛盾しない型式のも
のを忠実に再現しています（写真１）。

　ところで、今回備中櫓に使用された瓦の
中で最大のものは、「鯱」です。２階の棟
の南北に据えられた阿吽一対の鯱はそれぞ
れ高さが約１メートルもあります。鯱は残
念ながら発掘調査では全体の形がわかるも
のは出土していません。ただ、破片の中に、
鯱の鱗が粘土板をはり付けることによって
表現されているものがありました。鯱の鱗
は線描によって表現されるのが一般的であ�
り、このようにはり付けによるものは類例
が少なく珍しいものですので、この鱗の表

現方法は復元する鯱にいかすことにしました。
鯱全体の形は、備中櫓と同時期ごろに建立
された城（大阪城乾櫓）の瓦を参考にして
います。

　また、棟の先端を飾る鬼瓦についても、
発掘調査では森家の時代のものは出土して
いませんので、森家ゆかりの寺院などに使
用されているものを参考に森家の家紋であ
る「鶴丸」の文様をあしらったものを作成
しています。
　いずれの瓦も釉薬は使用していない燻し
瓦ですが、このような瓦は冬場に水が染み
込み、それが凍結して破損するということ
があります。これを防ぐために備中櫓の瓦
は1,100度以上の高温で焼成しており、寒
さによる破損がないことを確認しています。
　ちなみに築城400年記念事業協賛記念と
して記帳していただいた「平瓦」は、記帳
した面を下にして、２階の屋根に葺いてい
ます。ですから現在その内容を見ることは
できませんが、50年後、あるいは100年後
に備中櫓の修理が必要となり、屋根の瓦を
外したとき、備中櫓復元時に書かれたメッ
セージが再び未来の市民の目にふれること
になるのです。

1

ふ�

かわら�

いぬい�

うわぐすり� いぶ�

しょうせい�

か
っ
こ
ん
と
う�

しゃち�

あうん�

うろこ�


